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登録マー クの電子デー タ配 布一時中上のお知 らせ

当審薔壼録センターは ■● =様にご使用いただいております●録マークの商標
`最

丁流きをlT年 8月 より続け
て参りましたが この資 i最マーク中に i,0」

`'入

つて
'｀

ることを理由に特許庁よう登録てきない旨のれ●通知

を受けました

I峰録マークの制定から既 11年以上経過し 多くの冷郵 I緻の普様が登録マークをビ使用中のことを考慮し 交

定不服の審判請求 trf念 し 現行登録ヤークのデザインを '「 変更して新規出験し 可能なば ,速やかな商標登録を

目指,こ とに|ヽ たしました
つきttrま  昨年制定 した新ヤーク のヽ切春ズ′

`未
了

`'お
客様は 暫くの間 新マーク´ヽのt●書を見合わせ旧

ヤークをそのままお使いいただきますようお願1中 し上げます 既に 新マークをお使いのお客様について まそ0■
ま継綺使用 して 問題ございません ただし 新登録マークの鶴ル (電子データ)の配布 ■当面見合わせますので 何

■ゴ理解のほどをよろしくお願い中し上|デ ます

登鮎 ]縦の・●・ 様には多大なご迷惑をお力ヽ ,いたしますか 早急に新 しい

'サ
インを決定 し 桁許庁 こ出願する予定

です 商標出厳ができた時点で すべての登飢組織の皆様 t 登録ヤーク切替えの方法などを含めた詳細をあら
「

め

て書面にてお知らせ中し上げます

四
J4副■●

|ヤー ク 12011年 10,,31日 まで使‖できます 新ヤーク IHヤー クと ■ば同 じ使用期限にす る予定です

初回登録 (環算 )

登録番号 登録 日 登録者名 登録範囲

UttRO,6, 2om , 11 横関鋼材株式会社 自動車用鋼材の切断加工

UκR0768 20% 7 11 西野工案株式会社 自動車生産ラインの設備に係わる欄 台車等の製作

更新登録 (環境 )

登録番
=

更新 日 登録者名 登録範囲

UI● R0111 20% 7 24 バジェロ製造株式会II´
パジェロ デ リカ (四輸駆動車)の製造

商見工場 栗山倉庫の拡大

J☆[R0112 20“ , 24
ンシィ

社

ア

〈
＾

エィ ダブリュ株式 B勁重用部品及び付属品の設計開発及び製造

JttR0872 2αお , 5 明友機工株式会社 自動車用部品及 び晨業用資材の製造
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登録番号 更新日 登録者名 登録範囲

U,[ROe,7 2om , 21 和奥 フイル タテクノロジー株 式

会社

車両用フィルター 石油 石 ,日 化字用装置 電力 環境機材
の開発 設計及び製造

υA[R0678 200: 7 21 トヨタ紡織株式会ll

●阜工場
自動車用′ヽレバーの製造

J,800,0 200` , 27 明和工業株式会社
毬―事業部

自動車ボデー部品の製造

JAR00:0 200: 7 2, 中谷興運株式会社 輸送及び周辺業務 並びに自動車用部品の製造

JA[R08:1 200: ' 27 株式会社 フタバ,万里 マフラー及びボデー部品等の自動車用ll品の製造

JA[R03=2 2000 , 2, ケーブルエ業株式会社
スピー ドメーターケー プル等の自動車部品 付属部品及び自

動車用電装部品並びにOA機器用部品の製造

JA[R08:] 200: ' 27 群馬日野自動車株式会社'

自動車及び部品類の販売及び整確
太田流通センター支店の拡大

JA[RO`ξ
'

2om , 1 遠州精工株式会社 オー ドバイ 自動車 船外機等のアルミ部品の製造

J☆80`t0 2000 , 2, 株式会社鈴木化学燒津 プラスチック射出威影品の製造

登録拡大 (環境 )

登録番号 発効 日 登録者毛 登緻範囲

JA[R05,2 2000 , 25 株式会社 デンソー関西 東大阪サー ビスセ ンターの拡大

更新登録 (品質 )

登録番号 登録 日 登録者名 登録範囲

JAはOl“ 200: 7 26 株式会社光岡自動車 自動車の設計 製造及び販売

登録拡大 (品質 )

登録番号 発効 日 登録者名 登録範囲

UЮR0125 2008 7 22 ジャパシリビル 略 式会社
小代工場

自動車用 ドライプシヤラ  ヽ オー トマチック トランスミッ

シヨン トルクコンパーター エンジンのリビル ト品の製

造 販売及び ドライプシヤフLニューパーツの設計 製造

販売業務

下線部の拡大

※登録[性の■人を
=む

登録●■
"許

紅 ■」取 ―R311■ ,(itt,`|、
"w ,,t,卜 J,,)を 三参い |さ い
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環境関連法規等の動き
`∝

/8●25～ .●87/24,

「化学物寛り1出把握管理促進広J(化管広 PRIR法 )対象物質見直しについて  暉●省211ヽ■i「 11」 ,

環三省 I P1lR■指定物質の見上したついて ■火彙●需餞会Jヽ ら

`|が
あったと■表 tた

内不It5][実施さ′に 意■専■結果を嗜t'た |ヽの で 意■
=集

l‐の
=定

に用 し̈ 質少なくなっている
現行 :13[物質

第1●I.定化学物● :35‐質 (ll告,,物質, 第2極■t化学″

“
=1物

質
■直し■ 151=物質

,1種指定イヒ■物質 ,41勤質 (薇 ■,“ I●質, ■2種指定イヒ■物質 | '中質

itiか ん‖IT価今からの対象lll資 i,,L直 されている

ヽt第 l和に庁lt■物質  `報告,彙物●)

■  行 | =物質  (■がん||ク ラス■

見直し実  拗 質  (■かん||ク ラス1生 ,姜性クラス1 変晏●■dトークラス11)

(コ 眸 |メ キヽ十●レ 追
"[|:=ブ

タジコン ホ′●ムアルデヒ1 2'ロ モフ■バン 卦化合物)

XGIS(=1● b,Jly H“ 1すo i′●] S,、 1●Ⅲ )

せ■|=こ 掟 されたルール ニ従って (ヒ■‖,を 危険●害性の種負と程●によ0分負 IJttitに 導入
を進め でいるシステ■、

今後 環境省 ■答中を踏
=え

て経■産業省とともに 政令改正及び月知等の所要の措置を講していく子t

ヒー トアイランド対策大綱 第4回対策の進捗状況等の点検結果について 螺 ●省 」十交通●2o,8年 7月 15日 )

●宋大綱は2,0411こ策定され JI11■ 度のり!卜I・施
～

,,樅結果の概要を以 卜に」:す

1 [ム エ11Ⅲア砥 減 分野′,進展

(■ 住宅 建築´●イコ.ネ 化

月停 1200ヽ年度までに新巣■宅のイエネ基準適合幕を:0・ .に ¬「  進捗 :2000年 ■までに36%を 珪|,

(2)動車■ 1動 事

“

i極上の優過措置 こよる低公■亘のキ及

」標 12010年■までに低公害■■ 00万台普及 L″ ::0,7年 度ミ(■●I14F万 台■及

(2]03年度
`,■

正改 |:以 降 低公害申に係わる●倒措世により平ムが進んだ)

2 [地表

“

Itれの改書 1分理

“

進展

都市,の 水と線の公II I問 確保

増 :2007年 度 ]人 ら■ ,13・`愴保 進ll.20,6年 度までに1人あた,2,m峰
"= [ラ イアスタイルの崚薔J分りrプ進 展

(Dク ールビズ 120o‐■に140万 トンの●0211●

(2'ヽ器 t71買 い換え面 .=||¨質 こう211ト ンの00211減

「家電リサイクル制度J品 目追加に係わる意見募集開始              (2008年 Ftt H日 環竜省 )

意見募■効問 .211=■
'月

 ‖(・●,よ 18月 11日 (月 )ま で

中央景境審議会咤葉lrl ,リ イク′,音F会特定家
=用

機..の再商`|,1, 適
工処理に関する● |‖ 委員会及び●美構

造審議会環悧 陰 廃莱物  ,サ イクル小
=員

会F気 電子機脚 サイク,'WC家電 ,サイクル,1度 における品 F
追加■晟計会●|●会●においてFF Iミ とめられた「仕定蒙に用機器の品日迪力1 再商品化等蔦■に関する報告書
(案)Jに‐olヽ そ意■募■ 1｀ 行オ●

"る液品テレビ ブラズマテレ■■●衣擬乾燥椎がコ ]さ 1■ ている

法令情報

特になし
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S014001の認証取得にあたり

受審者からひとこと 把讐J `大変占方をしましたが 十年間√,マ ニュア

ル●.・ ,及 び帳票の整備を通 じサ[間をムわた結果 環

■,面の

't 
評価 目的¬1標の設定ステージに

おいて ■ ■意義なlS014,01の ,こ 動
`移

行できたと

自0し て|ま す

そ
`,中

で当社が特に着眠 したの11■ 益な環境影摯

と,'う |,のでした ■社のエレジ‐アリング事業で

11■ 吉な環竜影彗 ま大きいものではなく 景●系評

価装置の製造 こ開しても当l■,製造「 t 理慎で ,

●■・ .環境ル響はtF=1に 大きな |,の で ,あ りませ

′●

L=.し  IS014001の規格では,五Ⅲ環境影響^つ
取●■●も重視されること力ら 当社 |=と ってはこね

が 1我 々が積極IIに こ動すべきことJだ と認識の統

をJり ました  そこでエンジニアリング■―ビ

スと環見系評 ll装 置の販売を通して ユーザー (量

産工場,側 で大幅な環境負廿のF餃を生み出そうと

考えtし た

■在 ,,日 II 目標 ま 社内の省エネ活動や庄華物
●,管理 1,■つてい●すか  「量Fラ インの導入の効

■化 量エラインの■●つ効率化Jヾ 叫 境系IT価

装置
"販

■1上 な ど,iな 環ミ影響を与える
「

的 日標を多(取 ,入れました

今後
',活

動で ,ヽ積 l■峙に■益な環境影響に円する

l17,■ を増や 1ていくことで 業技の両 卜を図ると■
,■ 有な県竜彰整を少 [でも低減,ろ

'ソ

リをして|

きま■

4 今後の活動

当社で ま今年
'¬

1月 より新た ‐02のチ出tFu」
の事革をi計する予tです この活動を通 し 更な

る地難環境■■ のヽ意識 ′知識の¬ 卜を H■ しよ

■ そ
"際

 社員今員が信い自党を持って景党マネ
ブメン トシステムを運用できる玄を想定 し より・ |

率的な教育の仕|■みを構築することが最大のう.―ヤ

であ, また重要課題でもあ ,ます 当社では社員

の自党ど意識を高めるこIが 争共及びlSO14001カ ユ

祟 句上に本 1｀ ると確信 している|ら です

量蕉にな 0ま したが 県●マネジメン トシステム

の構築及び運用 ,ビ尺
'り

頂きました皆様にこの場を

お11り [てお|[申 し上げtす

株式会社生産技術研究所
IS014∞ 嗜 理責任者

常務取締役

中村 春彦

1 会社紹介

当社は1990年 ■4L量 十
=て

焙:業 し ■をライ

ンのエ ンシニア リングをi業務 として|ミ した

が 2年 i,よ 響 ヽス.I価よⅢ ,製● 二十を帯

“
iimlIし ま 1■

1011T_前 よ

'エ
ンジニア リン・勢 業のなか で顧

客の海外展開の増
"「

を契機 こ 1と 米 {lヽ1)■ 国

(人津 広川1)欧 ,11'ol,,d)に 海外 ■業体を設土

し ■業舌・ lの |グ ローバル|」 を進めてきました

海外′諄 業 tF■ ■て現地の独立法人として独 自

の着動を していますか 人材やt,術 の交流をい

0 司じ,早.質 のサー ビスが提■できる■とを推lj

していま|

2 導入の背景

■社のエンジニアリングリー
=ス

活動にお する

環党意識は ヽ して信いと言えるものではあ ,ま
せんで した 生産ラインを準備する上で その■

,(回 )JIイ ンフラボ態 気工 規格や,制 など

を調査 し,|[さ せるん′
',■

や 纂然とした省エ

ネ設備の導入検討などit,● ていよした・・ 環責
に対 して積極的 ■日|, 日凛 を設定しそ,1を達成

することで 会社t7活動の効幸にやチJ益●,向 上に

結びつけるとiヽ う■11を持っていませんでした

しかし 2年う,よ り眸始した環境系II価装置の専

業を通 し地1暖寛
`間

たる様″■情報を取得十ろ

中で 人年に]'011001の 記証 l1/得 も視野に入つて

きました

0 曰的 曰標の設定

IS0110011● 認]崚得までの進

“

1画を1年で設定

:´  口Pr l二 11っ て,‐ ュアル造 ,"ヽ ち||め ま し

た "組み当初 ま 11ヽ0140,1要 求,■の理解及〕
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‐
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